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論文審査の結果の要旨 

電子カルテシステムにより情報の閲覧は簡単になったが、カルテ記載の不十分さが

問題視されている。そこで申請者らは、救急外来における異常検査値に関する記載の

質が入院主治医の診療における意思決定に影響を与えるという仮説を立て、D-ダイ

マー陽性所見に関するカルテの記載が入院後の下肢静脈超音波検査の施行に及ぼ

す影響を検討した。 

対象は聖隷浜松病院の救急外来を受診した成人患者で、急性の血管閉塞疾患を

除いた D-ダイマー検査が陽性の入院患者 1,710 名。カルテ記載のない群、検査値の

みコピー&ペーストした群、鑑別診断まで記載した群に分類し、診療情報が救急医か

ら入院主治医に効果的に伝達されたかについて評価した。 

 その結果、それぞれの群は対象の 74.15%、19.42%、6.43%であった。このうち 305名

の患者（17.8%）が下肢静脈超音波検査を施行された。年齢、性別、入院中死亡及び

基礎疾患を調整し、多変量ロジスティック解析を行ったところ、下肢静脈超音波検査は、

鑑別診断まで記載した群だけでなく、検査値のみコピー&ペーストした群でも施行され

る傾向にあった。下肢静脈血栓症の最終診断に関連する因子では、検査値のみコ

ピー&ペーストした群と鑑別診断まで記載した群のオッズ比は 3.03（P <0.01）、4.06（P 

<0.01）であり、検査値の異常に対して救急医が詳細なカルテ記載を行うことが入院後

の診療に影響を与えることが示唆された。尚、D-ダイマー高値の場合には鑑別診断の

記載に影響を及ぼし、入院中の死亡との関連が認められた。 

審査委員会では、救急外来において患者の状態を詳細に記述することが、医療の

質を向上させる可能性があることを、後ろ向き研究ではじめて明らかにした点を高く評

価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で

評価した。 
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